
「未来を創る」開拓精神
教頭 瀧口 博貴

先 日 、 本 校 卒 業 生 で プ ロ ミ ュ ー ジ シ ャ ン の 山 口 一 郎 さ ん が 所 属 す る ロ ッ ク

バ ン ド 「 サ カ ナ ク シ ョ ン 」 の ラ イ ブ コ ン サ ー ト を 観 る た め 、 札 幌 き た え ー る

を訪れました。

会 場 は お よ そ １ 万 人 の フ ァ ン で 満 席 で し た 。 私 は 、 山 口 さ ん の 独 特 の 詩 の

世 界 観 と 卓 越 し た 演 奏 力 に 感 動 す る と と も に 、 本 校 卒 業 生 が こ れ ほ ど ま で 多

く の フ ァ ン に 親 し ま れ る 存 在 と し て 第 一 線 で 活 躍 さ れ て い る こ と に 対 し 、 誇

りと尊敬の念を抱きながら、ライブに魅了されました。

山 口 一 郎 さ ん が 生 業 と す る 音 楽 業 界 は 、 こ こ 数 年 の コ ロ ナ 禍 で ラ イ ブ コ ン

サートの興行収入が減り、存続が危ぶまれる状況に陥った会社がありました。

そ ん な 苦 境 の 中 で 、 山 口 さ ん は 、 ラ イ ブ ス タ ッ フ を 救 済 す る 基 金 を 立 ち 上 げ

た り 、 自 ら 新 た な オ ン ラ イ ン 配 信 ラ イ ブ を 企 画 し た り し て 、 未 曾 有 の パ ン デ

ミ ッ ク の 中 で も 、 決 し て 屈 す る こ と な く 、 む し ろ 前 向 き に 創 意 工 夫 し た 音 楽

活動を続けてこられました。

山 口 さ ん は 、 イ ン タ ビ ュ ー で こ う 語 り ま す 。「 コ ロ ナ 禍 で 経 済 的 に 困 窮 し

て い る リ ス ナ ー も い る だ ろ う か ら Ｃ Ｄ の 価 格 を 下 げ た 。 ピ ン チ を チ ャ ン ス に

変 え て 、 こ れ を 機 に 以 前 か ら 考 え て い た こ と を ど ん ど ん 試 そ う と 思 っ た 。 時

代の変わり目には社会のシステムに異を唱え、壊し、再生する人が出てくる。

僕 は 壊 そ う と ま で は 思 っ て い な い け れ ど 、 ヒ ビ ぐ ら い は 入 れ て お き た い 。 獣

道を切り拓くつもりでがんばっていこうと思います。」

昨 今 、 よ く 「 Ｖ Ｕ Ｃ Ａ （ ブ ー カ ）」 の 時 代 と い う 言 葉 が 聞 か れ る よ う に な

り ま し た 。 社 会 の 変 化 が 速 く 、 予 測 困 難 な 時 代 を 指 す 用 語 で す 。 こ れ か ら の

時 代 を 生 き 抜 く た め に は 、 先 行 き が 不 透 明 な 中 で も 、 社 会 の 状 況 の 変 化 を 見

据 え て 、 目 の 前 に あ る 課 題 を 見 つ け て 、 自 分 で 考 え 、 様 々 な 立 場 の 人 と 議 論

して解決していく力が必要です。

本 校 で は 、 今 年 度 か ら 、「 社 会 や 人 の 関 わ り に 目 を 向 け 、 自 ら の 考 え を も

っ て 行 動 す る 生 徒 」 の 実 現 を 目 指 し 、 探 究 的 な 「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」 の 取

組 を 進 め て い ま す 。 今 日 ま で の ３ 日 間 、 旅 行 的 行 事 を 終 え た 各 学 年 で 「 ふ る

さ と 小 樽 と 自 分 の 未 来 」 を テ ー マ に 、 自 ら 立 て た 課 題 を 解 決 す べ く 、 地 域 や

保護者の方々へ提言を行う発表会を行いました。

生 徒 の 中 に は 、 今 回 の 発 表 会 を 通 し て 、 ま た 新 た な 課 題 が 生 ま れ 、 今 後 の

各 教 科 で の 学 び や さ ま ざ ま な 体 験 活 動 を 通 し て 、 課 題 を 解 決 し よ う と す る 言

葉 も 聞 こ え ま し た 。 そ の 姿 勢 は 、 ど こ か 山 口 一 郎 さ ん の 開 拓 精 神 と 重 な る よ

う で も あ り ま し た 。 本 校 で は 、 こ れ か ら も 山 口 さ ん の よ う な 「 未 来 を 創 る 」

発想力・想像力を育むため、日々の教育活動を展開していきます。
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6 月 各教科の授業予定

１年生 ２年生 ３年生

国語
２ 新しい視点で
情報社会を生きる

２ 多様な視点から
情報社会を生きる

２ 視野を広げて
情報社会を生きる

社会
歴史的分野
 第2章 原始・古代の
  日本と世界

地理的分野
 第３編 日本のさまざま
  な地域

歴史的分野
 第7章 現代の日本と世界
公民的分野
 第1章 私たちの暮らしと
  現代社会

数学
１章 正負の数
２章 文字と式

２章 連立方程式
２章 平方根
３章 ２次方程式

理科
身のまわりの物質
2章 気体の性質
3章 水溶液の性質

生物のからだのつくりとはた
らき
3章 動物のからだのつくりと
はたらき
4章刺激と反応
化学変化と原子・分子
1章物質の成り立ち

化学変化とイオン
1章水溶液とイオン
2章 酸、アルカリとイオン
3章 化学変化と電池

音楽
歌唱
アルトリコーダーの運指練習
鑑賞

歌唱
アルトリコーダーの運指練習
鑑賞

歌唱
アルトリコーダーの運指練習
鑑賞

美術
・物語りをつむぐ
・生活をいろどる文様

メッセージを伝える 今の自分、これからの自分

保体
・陸上競技
・健康な生活と病気の予防①

・陸上競技
・健康な生活と病気の予防②

・陸上競技
・健康な生活と病気の予防③

技家

＜技術＞
１編１章 材料と加工の技術
 の原理・法則と仕組み
＜家庭＞
中学生に必要な栄養を満たす
食事

＜技術＞
２編２章 生物育成の技術に
 よる問題解決
＜家庭＞
衣服の選択と手入れ
生活を豊かにするために

＜技術＞
４編２章 双方向性のある
 コンテンツのプログラ
 ミングによる問題解決
＜家庭＞
幼児の生活と家族

英語

Program2 1-Bの生徒たち
WW2 曜日と天気の言い方
St1 英語でやりとりしよう
アクションコーナー
Program3 タレントショーを
 開こう

Pro2  Leave Only Footprints
P.U.1  天気予報を聞こう
P.U.2  電話をかけよう
WW1  スープの材料
Program3 Taste of Culture

PU1   道案内をしよう
Pro.3
     A Hot Sport Today
St2   メモのとり方を学ぼう

道徳

公正、公平、社会正義
相互理解、寛容
生命の尊さ
思いやり、感謝

自然愛護
相互理解、寛容
公正、公平、社会正義

社会参画、公共の精神
相互理解、寛容
公正、公平、社会正義
勇気と希望、克己と強い意志

【連絡・お知らせ掲示板】

旅行的行事が行われました

５月12日～16日に

かけて、各学年で旅

行的行事が行われま

した。３年生は２泊

３日で東北方面へ、

２年生は１泊２日で

札幌市と恵庭市へ、

１年生は１日日程で

市内を巡りました。

旅行的行事の目的

達成に向けて、どの

学年も調査や活動に

懸命に取り組み、実

り多き旅行となりま

した。

また、社会のマナ

ーなど、学校生活だ

けでは学ぶことので

きない経験をするこ

とができました。

結束が深まった西

陵生の今後の活躍が

楽しみです。

新しいスクールカウンセラーが着任しました！

昨年度まで本校に勤務していた相場カウンセラ

ーの後任として、八幡 睦実（やはた むつみ）

カウンセラーが着任しました。６月は下記の日時

に来校しておりますので、ぜひご活用ください。

６月 ６日（木）１０：００～１５：００

６月２７日（木）１０：００～１５：３０

ＳＮＳ情報メディア教室

５月２３日（木）、小樽警察署から講師を招

き、「ＳＮＳに潜む危険～個人情報の取扱い～」

をテーマに、全校生徒を対象とした情報メディア

教室を開催しました。

講師からは、何気なく投稿した１枚の近所の写

真の例から多くの

個人情報が含まれ

ていること伝えて

いただくなど、Ｓ

ＮＳの危険性につ

いて全校生徒で再

確認することがで

きました。




